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植物を育てる 生き物を育てる
～実験・観察を通じて「命」を感じる子どもたち～

全員登校になって、子どもたちも随分と生活のリズムを取り戻してきたように感じています。

学校休業期間は二本松市教育委員会の配慮もあり、家庭学習シートを使いながら、学習の遅れが

ないように進めてはもらいましたが、観察や実験などが必要な学習はどうしてもむずかしいとこ

ろがあったのも事実でした。学校が再開し、今、各学年では、実験や観察等実体験が必要な学習

を大切に進めているところです。植物・生き物の観察はまさに「命」を感じる学習でもあります。

種が芽を出す、メダカの卵がかえる、成長する・・・・。「命」の神秘、大事にしていきます。

また、教科の学習だけでなく、北小の環境そのものが植物や生き物の観察にはうってつけの場

所になっています。ちょっと周りを見渡しただけでも、興味をそそられるものがたくさん。
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いつでもメダカの卵が観察できるようになっています

ツバメの巣（？）

ジャガイモ・ミニトマトの他にもナスやキュウリも育てています

◆ここでちょっとクイズ◆

校舎前の花壇に植えました。さて、何という植物の苗でしょう

か。ご家庭で相談してみてください。カラーでみたい場合は学

校のＨＰで確認してくださいね。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
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